
困
窮
者
支
え
る
輪
に

　

〜
８
団
体
が
協
定
〜

　

矢
巾
町
及
び
盛
岡
市
の
社
会
福
祉

法
人
な
ど
８
団
体
が
、
独
居
高
齢
者

の
買
い
物
な
ど
を
支
援
し
た
り
、
生

活
困
窮
者
を
援
助
す
る
「
や
は
ば
生

活
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」
の
協

定
調
印
式
が
、
去
る
１
月
10
日
、
矢

巾
町
役
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
４
月
１
日
の
社
会
福
祉
法
改

正
に
合
わ
せ
た
取
組
で
、
市
町
村
単

位
で
共
同
実
施
す
る
の
は
県
内
初
と

な
り
ま
す
。

　

参
加
法
人
は
、
敬
愛
会
、
帰
厚
堂
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
新
生
会
、
爽

生
会
、
睦
喜
会
、
矢
巾
親
和
会
（
矢

巾
町
）、
土
淵
朗
親
会
（
盛
岡
市
）。

介護福祉士等の資格保有者を生涯支える

離職した介護福祉士等の
届出制度がスタートします

　

離
職
し
た
介
護
人
材
の
再
就
職
呼

び
戻
し
の
た
め
、
都
道
府
県
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
の
届
出
制
度
が
４
月

１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
社
会
福
祉
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
離
職
し
た
介
護
福
祉
士
等

に
は
、
住
所
、
氏
名
等
を
都
道
府
県

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
届
け
出
る
よ

う
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
社
会
福
祉
事
業
等
の
経
営

者
に
は
、
当
該
届
出
が
適
切
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
必
要
な
支
援
を
行
う
よ

う
努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

　

対
象
資
格
は
介
護
福
祉
士
の
ほ
か
、

努
力
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
介
護
職

員
初
任
者
研
修
、
介
護
職
員
実
務
者

研
修
、
旧
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
級
・

２
級
、
旧
介
護
職
員
基
礎
研
修
、
保

育
士
で
す
。

　

介
護
現
場
の
中
核
を
担
う
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
介
護
福
祉
士
の
う

ち
、
全
国
で
４
割
の
方
は
介
護
に
従

事
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
離
職
者

情
報
の
把
握
や
、
求
職
者
に
な
る
前

か
ら
の
情
報
提
供
等
に
つ
い
て
、
総

合
的
な
支
援
（
メ
ー
ル
に
よ
る
各
種

情
報
提
供
）
を
行
い
、
介
護
福
祉
士

の
再
就
職
を
促
進
す
る
こ
と
が
目
的

で
す
。

　

一
定
期
間
現
場
か
ら
離
れ
て
い
た

方
の
不
安
感
を
払
し
ょ
く
し
、
再
就

職
が
円
滑
に
進
む
よ
う
介
護
知
識
・

技
術
を
再
確
認
す
る
講
座
や
仕
事
体

験
な
ど
就
労
支
援
を
行
い
ま
す
。

（
詳
細
は
今
後
、
様
々
な
機
会
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
）

登
録
す
る
こ
と
で
再
就
職
支
援
の
た
め
の

求
人
紹
介
や
技
術
研
修
会
な
ど
の

情
報
提
供
を
行
い
ま
す

地
域
に
お
け
る

公
益
的
な
取
組
の
協
働
実
施

岩手県社会福祉協議会
福祉人材センター

☎ 0１９︲₆₃7︲４₅２２
E︲mail： fukushijinzai︲１

@iwate︲shakyo.or.jp

お 問 い 合 わ せ

「離職時の届出制度スタート」ポスター
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